
第９回 母数の推定

パラメタの分割
その他

今後の話題

 交互最小２乗解 Alternating Least Squares

 最尤解にも応用可能

 応用例

 因子分析、多次元尺度法、クラスター分析、ニューラルネット等

 http://mayekawa.in.coocan.jp/titech/docs/fa12.pdf

 http://mayekawa.in.coocan.jp/titech/docs/mds2.pdf

 Mayekawa, Shin-ichi. (1995) An efficient algorithm for feed-
forward neural network regression analysis.{¥sl
Behaviormetrika}. Vol.22, No. 1, 67-90 

 周辺最尤解
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Gauss-Newton 法
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多変量の場合
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パラメタの分割
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9数値例有り

 その他の例

 項目反応理論における能力値パラメタθと項目パラメタの同時推定

 θが所与の場合、(a,b) は項目ごとに独立なロジスティク回帰

 (a,b) が所与の場合は個人ごとに独立な１変量の最適化

 非計量多次元尺度法

 最適変換が所与の場合、座標 X を計量的 MDS として求める。

 X が所与の場合、データをの最適変換を最小２乗単調回帰で求める。

 ニューラルネット

 各層の重みごとに推定
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